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病衣の試作と着用時の機能性に関する調査的研究
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1. 目的
衣服は使用目的に合致するようなデザインを用いてこ
そ衣服の必契機能を満すことになることが必要でー あるが.
:A際には種々な制約のために必ずしもこのようになって
いない。本研究は 目的にどの程度適した衣服を作ること
ができるかを試作と着用によってたしかめることにした。
使用目的を①生理衛生上の目的 ②生活活動上の目的
③装飾審美ょの目的④道徳儀礼上の目的 ⑤標識類別
上の目的 ⑤扮装擬態上の目的，に分類することができ
る。本研究では生活活動上の目的を主にしている病衣に
ついて考察と試験を行うことにした。
毛見:(E，病院内で使用されている寝衣(j.，ほとんどの場
合，一般家庭で使用されている寝衣と同じ形式であるこ
とが多いのて，寝床時間の長い自分の身体すら 自由に動
かすことのできない病人にと っては.いろいろな面で支
障が生じている。そこで.このような病人に適した寝衣，
病衣が必要になってきている。看護側.病人側の両者が
必要としている条件をできるだけ満足し.さらにそれを
製作する場合においてもできるだけ容易なような病衣を
試作しそれらについてよリ着用試験を行い，その調奈
よリ合理的な病衣を~作するため検討を行った。
2. 病衣の作製
2ー 1 一般的病衣の闘査
現在病院で使用されている病衣の長所，短所を病院 ・
看護側，病人側ijの両者か ら聴取して資料とするため.大阪
市立大学付属病院において.病院 ・看護側の意見および病
人側の意見をそれぞれの立場からあつめた結果をまとめ
ると， 安一 1のようになる。
パジャ?型のものは.男性のほとんどの人が着用 して
おり.女性については.特に定まい人ヵ、活用している。パ
( 1 ) 
ジャ?を稽用するm.要な要因は，寝乱れが少い点てdある。
しかし.上下別であるという点で着脱しにくしズボン
の腰のゴム部分など締めつけ部分が多いため. 軽症者に
は適するが. ~床時聞の長い病人には特に床づれを起こ
すため使用できなL、。 また，パジャマはポタン を使用し
ている例が多いので，洗たくの回数を1[(ねるうちボタン
穴が大きくなリはずれやすいという苦情もあった。
型軽ー 1 一般的な病衣の長所及び短所
形 式
パジャ? ネグリジェ 蔵 物
l機手IJ能Z訓練時に便 1.E前量開祭便きの利場合， 1 排1量i祭Eに便L利2. がやすい
民病院 2洗たくしやすい 3太った人も調節
4可手能術す時に着脱し
芯 ゃい
司量 5.しわを前にただ
畑1 せる
6.血射圧測定時，を注
時りにすそで ま〈ゃい
所 病人 i 所診察を時露に出余しな分主く iからだがしめつ 1.縫目が少ないたけられない め痛くない
て語よLい1剛 2.寝 れが少ない
1.血圧測定 ・注射 1.血圧測定.注射 1.洗たくしにくい
短病院 時にそでがま〈 時リにそでがまくりに 〈い に〈い
2排便させにくい 2.かぶリ形式の使も
.fl13.か#i:リ形式の1も更 のは診察に不
蹟 のは診察さに不 3.N伴えさせにく
l嗣 4靖替えせに〈 、.、
L、
l稲し多めつけ節分が l務背乱れする 1.班室活外Lれする
病 も、 2 健い.痛7ッ7 Z で着用しに
所人 2. 脱しに 〈い などがい 〈い
側 3背縫い，ひも官
どがL、たい
ネグリジェEEのものは女性特有のものであるが，ファ
ッション性のあることで特に若い婦人に活用されている.
しかし.病院lfi1Jより病院の雰図気を活しさ ないような簡紫
なものがのぞまれている。
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パジャ7，ネグリジェに共通していえることは，そで11
が狭<，血圧測定時，注射時においてそでがまくりにく
いなどの支障をきたしていることである。また，かぶり
宅I~式で附聞きできないものは， ~.告祭時に着脱に手数を要
し不便である。
これらに比べて着物却のものは.前聞きであるため診
察に便利て二そで巾が広いため，血圧測定時，注射時に
そでがまくりやすしまた後身'3'iに縫目が少ないので.
床ずれがしにくく病院.-l守護側では着物型が一番手良いと
している。しかし病人側では特に若い婦人は寝乱れが
しやすいこと，年よりじみていることを理由にあまり利
用されていない。
以上のように.病院 ・看護(ftl]，病人側の要求する条件に
はかなリの差異があることがわかった。
2-2 病衣の必要条件
前aiで述べたことをもとにして，病衣の必要条件を考
えると次のようになる。
① ョm見が答易であるもの
② 行動を妨げないもの
③ ゆったリくつろげるもの
④ ~\くずれが気にならないもの
⑤ 就床時に楽に寝がえりできるもの
⑤ デザインが単純でファッション性のあるもの
⑦ 洗たくしやすいもの
⑧ 縫い目が少ないもの
⑨ 診察に便利なもの
⑬ 排便がしやすいもの
2-3 紙作病衣のデザイン
病衣のデザインは，病気の阻却し程度によりいろいろ
呉aなってくる。たとえば，外科忠者の場合は.その手術
の場所によっても異なってくるし. ドレンをいれなけれ
ばならない人や繋形外科患者なと¥それに適合する病衣
もきわめて多様となる。今回は内科の比較的重症の寝た
きり病人の床上安静者用病衣と，用1更，洗面時には歩行
できる患者用病衣のそれぞれに迎合するいずれも女性用
病衣を 5，(:重類デザインした。
最初.不織布で試作を行い.衿ぐり，そてつけ巾など
を検討した後.その中より布を用いてデザインを10額賀i
作製し， さらにその中から次の5縄類の形式の病衣を
選ぴ，これらについて活用試験を行うことにした。
a.前ファスナー型
この病衣は図ー 1に示すように.なるべく縫自の少な
いものということを重点におき，賞~n衣のような製図で，
布そで口から左そで口まで布巾いっぱいに裁ち.そで底，
脇の部分で身体に適合するように向IJった。したがって，
sIl 
( 2 ) 
学
前 後
図ー 1 前ファスナ型
縫い目はそで底と脇だけであり.後身頃には金〈縫目が
ない。
b.そでファスナー型
図-2 -tでファスナー裂
この病衣は図ー 2に示すように，特に;fr脱が容易なよ
うに両そでの衿ぐりからそで口までオープンファスナー
をつけ，そでが全開するようになっている。また，前聞
きの部分は着脱が容易で肌ざわりを害しないように fマ
ジックテープ」を使用した。 後身頃には縫い目はなしそ
でつけ部分の縫い目は背にあたらないようになっている。
したがって.この病衣は平面状に解体することができる。
C. 前後1)IJ型
図-3 前後別型
図-3に示すように，この病衣も着目見が容易なように，
前身頃と後身頃の2つに分かれ袖も全開するようになっ
ていて後身頃についている。 後身頃には縫い目はなく .
またそでつけ部分の縫い目は背にあたらない。この病衣
は， 2つの身頃で身体をはさむようなデザインになって
いる。結合には「マジックテープjを使用した。
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d.ラッフ守!
図-4 ラソデ型
ラ yプ式のこの病衣は図-4に示すようにオーソドッ
クスなデサインて二身体の太さの違いによリひもで調節
てきるようになっている。また.着物の場合のような寝
乱れを少しても少なくするため，ひもはすその部分まて
付けた.そでが全開しないために手を通しやすくするよ
うラクランそでを線用した。したがって，後身頃のそで
つけに縫い目がある。内側は 「マジックテープJを使用
し打合せめ部分を結合するようにした。
e.つなぎ型
図-5 つなぎ型
この病衣は終に着くすれが気にならないものというこ
とで， Fをズボンにしてつづき形式にした。図-5に示
す。背縫いがてき，ラグランそでのため，そでつけ部分
にも縫い目がある。結合は前開き部分には「マジックテ
ープ」を使用し.ズボン部分はスナップを使用した。こ
の病衣は伸縮性のない布では身返しをつけねばならない
のと総製技術上多少困艇である。
2-4 デザインおよび製作上の重点
全体をIlIJじてデザイ ン作裂上留意したことは，比較的
重症の忠島問であり，寝床時間が長いため.
① ~1脱か飽和iてあること
@ 縫い伺の少ないこと，特に背中に縫い自の少ない
こと
③ 診察に便利であるこ と
の3点である.
( 3 ) 
縫い目をできるだけ少な くするため a， b， cの3
;rrは背中に縫い目がなく，d {;tそでつけ部分 eはそで
つけ部分と背中に縫い目があるよ うにした。
製図はだれにでも容易に作袈できるようにまた.縫製
も簡単なように前線的製図にした。診察に便利であるた
めにすべて前開きにし.ネグリジェで問題になった血圧
測定時.注射時にそでをまくリにくいという点を改良す
るため，そでつけ巾はbおよびc型は27cmにした。そで
つけ部分をさらに広くとり腕をそのままぬくことができ
るようなラグランそでのdおよびe型のものを作製した。
2-5 使用布の物性
a.材質
肌ざわり，衛生面.耐久性.耐洗た〈性の点から木綿
の晒.綿メリヤスが材質として適当であると考え.これ
を試料布として用いた。木線晒布{;t一般市販品を.メリ
ヤス布{;t肌来用のものを用いた。材料布の物性は袋一2
のとおりである。
保温位置IJAには.A，S，T，M保温性試験機，
剛軟度調IJ定には.ハートループ法
通告i量測定には.フラジール型試験機
透温性jQIJ定には，蒸発法
をそれぞれ用いた。
b.付属品
付属品の化学的実験
一般に衣服の付属品として用いられる市販のスナップ
ボタン.h>ジックテープ」ファスナーの3後について試
験を行ない次のような結果がえられた。
(イ) 消毒耐性テスト
3%クレゾ ルー石けん液のl':ii:i責2時間を50回繰り返した
が3t!とも変質はみとめなかった。
(ロ) 高圧蒸気消毒(l20'C一気圧)
30分間づっ20回行ったところ.マジックテープ，ファス
ナーは変質をみとめなかったが，スナップボタン{;t1何1
目てすでにビニールがとけはじめ 3回目で完全にとけ
fニ。
(サ '白・能テスト
ねまきのi'f総い.脇縫いの部分にスナップボタン.iマジ
ックテープJ.ファスナーをそれぞれつけ， 30名に:rlfl実
験を行った。笑験の結果.全〈不快感がなかったものは
「マジッ クテープJで93%，ファスナーでは77%であっ
fょ。
以上の3つめ試験の結果から.rマジyクテープ」ファ
スナーは三つの処理に対しても性能を失わず.また官飽
テスト でも不快感がないことがわかった。
このことから主にファスナ-，rマジッ クテープjを使
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用し，つなぎ型のズボン部分のみ「マジックテープ」で
は局官1的にかたく着用上縦点があるので，スナンプボタ
ンを使用することに した。
アンケート の形式は褒-3，のとおりである。表中1
-9は箔脱件パ 10-15は外観， 16-21は青空心地に関する
質問項目である。
袋一2 使用布の物性
試物性 方 めl m 量 吸温性 厚 き 保温性 問IJ 軟度 密 度 通気量(mg/cm') (%) (mm) (%) (mg・cm) (本/cm) cc/叩f/sec 
42.00 28.8 
サラン 12.21 8.32 0.27 43.35 158.5 
4嗣令 57.85 24.6 
42.11 15.0 
メリ ヤス 17.93 7.41 0.65 49.19 137.0 令+ 12.62 14.4 
4式物性 方 ，I'J 繊維比重 透 1良性 見かけ比重 含気率 静僚機係数 強)~ {申 度
料 (%) (g /cm') (%) (kg/cm) (%) 
70.33 
0.612 6.81 11.3 
サラ :ノ 1.50 56.42 0.445 ‘4・P 0.674 4.54 14.3 
0.620 7.61 68.0 
メリヤス 1.50 58.97 0.275 81.67 
‘制令 0.591 3.21 241.0 
3.着用実験
的節でデザインした 5f曜の病衣を.晒布.メリヤス布
を用いておのおの 5額づっ計10径を試作した。
A'i用試験は健康体で自身で渚脱可能な被験者10人に，
毎日 1>trずつ病衣を着用させ， 一晩寝た後の病衣評価
をアンケー ト調査した。
褒-3 アンケートの質問項目
質 司王 項
?
??
???
? ??
??
?
??
『?
?
」
???
??
??
?
?
??
??
??
?
??
??
???
??
?
?
??
? ?
?
?? ?
??
? ?
?
?〈?
問
1.院を過しやすいて・すか
2.腕を脱ぎやすいてすか
3.廿を過しやすいて'すか
4. 7ァスナーは筑脱に便利ですか
5. "7ジ yクテープは瑞脱に便利ですか
6.スナップは着脱に便利ですか
7.ひもはる+脱に便利ですか
8.全体的に着やすいですか
9.全体的に脱苫やすいですか
10.外見はどうですか
1.そで口の広さは良いですか
12. fiまわりの広きは良いですか
13. "7ジ yクテープの外観はどうですか
14 7ァスナーの外観はどうてすか
15.ひもの外観はどうですか
16.腕1動かしやすいですか
」ームー ムー--'---.j
主Lム --'--L...1君
L-L...J....ーム__J
I...--l.ー 」ーーL-J
L...Jーー 」ー -ーL・..J
‘之 弓p
‘~ - 守、λ」ー」ー...1・-L.......Jふ
に や
《← a ・. -吋rいー
畢 血、-L4--A-4-4tt
w一一」ー L-l
Lー 」ー ..i-L..J
L...1一ー.L..Jー」
」ー 」ー 」ー Lー-J
L.Jー ムー ]
17.からだを動かしやすいですか I ' I 1 ! I 
18.制 Ltlしますか. |ZLι-l..I..3t. 
19.マジックテー プの肌ざわりは気になりますか lZLムム←立
目 な
20. 7アスナーの肌ざわりは仰こなりますかIL.ι ム....I.....Jい
21.スナップの机ざわリは気になりますか I L.斗一一L.L..J
点数は非常・に・ーやすいから非常に……に くいに至る
5段階評価で5，4，3，2，1点とした。
また， 自身で滑脱可能な人の場合の外，自分で着脱で
きない寝たきりの人の場合を想定し，寝具の上に被検者
の l人を寝たきり病人として就床させ，他の 1人は補助
者となり病人に病衣を予告脱させ.床上安静者に対する着
脱の谷易さについての評価を別に袋一4に示すようなア
表-4 アンケー トの質問項目
J~ や膏や*
質 問 項 (着せる側) て官てや てやあで軍" あにあ あ し
る Q .るる
1.腕を過させやすいですか ~-2 -1 0 +1 +2~ -Tv.l_l 1 -[ J‘芋、
2.腕を脱がせやすいて'すか I I I 1 I 
3.首を過させやすいですか 1 1 ! I I 
4. 7ァスナーは，n脱させやすいですか 1 1 I 1 1 
5. "7ジ yクテープは着脱させやすいですか I ， 1 I 1 
6.ス+ップ11^自脱させやすいて'すか
7.寝かせたままて治せやすいて・すか ， I I ， I 
8.寝かせたままて脱がせやすいですか I 1 I 1 I 
。~ :ゃ暫。ゃ#
質 問 w. 項 {予告る 1隅) て肯 τや て中て官あにム ああに
るる過るる
1. A1る場合腕を過しやすいですか 4Rb〈こ、 L....l..-..-L-I ・i司す、、ヨ
2.首を過しやすいですか I I I I I 
3.周を通しやすいですか ! I I I I 
4 .腰を通しやすいてすか
串Eドγa1』 i11t 7t守E 
5.務脱を苦痛に感じますか
ンケート形式によ って調査した。したがって，このアン
ケートはずトせる1QIJ. 着せられる側の阿部から行った。
4.試験結果
4-1 自身てす内衣を着脱して使用する場合
( 4 ) 
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病:(l.を自分1'1身でぷmする場合の説怖のアンケート結
来i褒-5のとおりである。
数 fl(íは沼ι制点の‘ドgJf~lで耳、している。
表-5 アンケートの集計結栄
a.前ファスナ- d.ラ ソ フ・
b. そで77ス十- e.つなぎ
C.前後別
1'( 間1 '1'; rti サ プ :.- ノ ヤ スa b c d e a b c d e 
1 .腕を通しやすいですか 1.2 1.6 0.9 1.7 1.1 1.2 1.7 0.7 1.7 1.4 
2.腕iを脱さやすいですか 1.7 1.4 1.1 l'.7 1.3 1.'5 1.9 1.3 1.7 1.7 
3.首をi虚しやすいですか 1.6 1.7 1.2 2.0 1.7 1.6 2.0 1.4 1.8 1.6 
4. 7 rスナーは，v脱に便利ですか 2.0 0.0 1.7 0.7 
5. '7ジ yクテープはお脱に便利lですか 0.4-0.4 0.7 1.0 0.7 -0.6 0.9 0.9 
6.スナップはお脱に便利ですか -0.3 -0.8 
7.ひもは蔚脱に便利ですか 0.2 0.3 
8 . 全体的にす~fやすいですか 1.7 1.1 -0.3 1.0 -0.6 1.6 1.1 -0.1 1.2 -0.6 
9.全体的に脱ぎやすいですか 1.2 1.6 1.1 1.1 0.9 1.3 1.8 1.1 1.6 0.3 
10.外見はどうですか 0.6 -0.2 -0.4 0.6 -0.2 1.4 -0.2 -0.5 0.5 -0.2 
1.そでUの丘、さは良いですか -0.7 -0.6 -0.5 o 0.3 0.6 -1.3 -0.9 -0.7 -0.3 
12.首まわリの広さは良いですか -0.6 -1.4 -0.6 -0.7 o I 0.4 -1 . 1 -1. 0 -1 . 1 -0.6 
13. '7ジ ックテープの外観はどうですか -0.1 -0.4 0.4 0.2 0.1 -0.7 0.4 0.2 
14.ファスナーの外観はどうですか 1.1 0.2 1.3 0.3 
15.ひもの外観はどうですか 0.9 0.8 
16.腕を動かしやすいですか 1.5 1.6 1.1 1.2 1.2 1.9 1.5 1.8 1.6 1.6 
17，からだを動かしやすいですか 0.6 0.5 0.5 0.5 -0.1 1.5 1.2 1.6 1.4 1.4 
18. ;反乱れしますか 0.6 -0.7 -1.0 -0.7 -1.1 -0.1 -1. 2 -1.3 -0.9 1. 0 
19.マジックテープの肌ざわりは欠になりますか 1.0 -0.9 1.5 1.2 1. 7 -).6 1.6 0.9 
20. 77スナーの肌ざわリは九になリますか 1.6 -0.9 1. 6 -0.7 
21. スナップの肌ざわりは%になりますか 0.5 0.2 
アンケー ト集計結果の共通質問項目を別に法き rHし，
晒イf"メ リヤス布別にグラフに表わすと 図ー 6，図一7
のようにむる。
メリヤス.{ji
おやすさ
サラシ.(jj
者やすさ
、? ??
??????
1r別状態の
安定性
脱がせやすさ
から/'の
動かしやすさ
脱がせやすさ
ーー -a 前ファスナー
---__ b そでファスナ一一-c 前後別ーー・-d ') ，ま ん一・-e つなぎ
図-7 デザインによる'陀能比較l刈
図-6 デザインによる性能比較閃
lIliのi{1脱の芥易科iは，荷物そで形式，ラクランそでと
も特に庄はなく!山l名ーとし良いiH'価かでている。全般的に
イfやすさ.約衣の外観においてデサインによ')ぎ:かある。
( 5 ) 
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表-6 アンケートの集計結果
'lt 問 fli UIせる 11) サ フ
ノ‘ 
a d c d e a b c d e 
1.腕を過させやすいですか -1.1 2.0 1.9 0.7 1.1 ー0.7 2.0 1.7 0.3 0.3 
2.腕を脱がせやすいですか -1.2 2.0 2.0 -0.2 0.5 -0.7 2.0 2.0 1.3 1.3 
3.首を通させやすいてすか 0.9 2.0 1.9 2.0 1.9 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
4. 77スナーはAH見させやすいですか 1.9 1.8 2.0 2.0 
5.マジ yクテー プはo1''iHえさせやすいですか 1.9 1.5 1.9 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
6.スナップは，{i:脱させやすいですか 1.1 2.0 
7.寝かせたままで. ，{iせやすいですか -1.1 1.9 1.8 0.7 0.9 -0.7 1.7 2.0 1.7 1.3 
8.寝かせたままで，脱がせやすいですか -1.7 2.0 2.0 1.5 1.7 ー0.7 1.7 1.7 1.7 1.7 
rt 問 寺ヰ 項 (漏る鯛) a b C d e a b c d e 
1. -(jる場合腕を通しやすいですか -1.5 2.0 2.0 0.5 0.6 0.3 2.0 1.0 0.7 
2.首をimしやすいですか 1.2 2.0 1.9 1.8 2.8 2.0 2.0 2.0 2.0 2.0 
3. ItiをiIaしやすいですか -1.4 2.0 2.0 1.8 1.9 0.3 2.0 2.0 2.0 2.0 
4 .桜を通しやすいですか -0.5 2.0 2.0 2.0 2.0 情 1.3 2.0 2.0 2.0 2.0 
5. i{i脱を苦痛に感、じますか -1.3 2.0 2.0 1.0 0.5 -1.0 2.0 2.0 2目o2.0 
そでnの1:き，首まわ 1)の広さ.寝乱れについて全般的
に，;I'fjl!jが良くなし、。
衣よ 1)脊痛を感じることが少ない。
また，付属品の各デサインにおける性能比較を苅脱の
谷易さ，飢ざわリの良さ，これら付紙品を用いた部分の
外観形状の良さの三つについて，それぞれ+2， + 1， 
4-2 補助者により着脱する場合
平i-Ji華人の補助により病衣をi{1I脅する場合の評価のアン
ケート結果を表-6 に IJ~す。
腕の(iH見の谷易性';1， ~I 分て"，?'i脱する場合.If物そで
形式.ラグランそで共差はなかったが補助者によリ IV1Jl1.
させる場合差があり.全聞のそですま一番着脱させやすく，
次にラグランそで，そして絞きのそでとなる。
着目見の容易性においてもテザインにより差がある。メリ
ヤスイfiの}jが着脱させやすく， 1せられる{則も晒布の病
芯脱
!!flざわり α デザイン
d 
b 
e 
0，ーしー 2，の5段階で10人の1;用者にJ判部させた
場合のilr価の平均{t!(比較図で示すと図-8のようになる。
a， b， c， d， eはそれぞれの病衣の形式によって使
用される付属品は異なるが，同じ付属品があっても使用
される形式，場所によって評価が著しく異なることが分
る。
C 
一一一一ー ー ファスナー
ーー・・ ・・ 7 ジッ7テープ
ひも
一ー。一一 スナ y プ
図-8 付属品の谷デザインにおける性能比較l兎l
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5.考察
ぷ作した 5つの形式の1I'li<についてJ怖をまとめると
次のようである。
5-1 機能性
a ~Y，' ij見の時易
ラグランそて.Zt物M¥そて.身ば!っつきのそてなと.
そでつ!t 形式は災ヮているのにかかわらす. 試作l~ í<の
，'1・1面にあまりJIが示されていないのは.Ji物!武およひ身i1'i
つづきのいつれのそてつけ1If，衣1日のけ(j(Jから々えてfF
;mのそて11Iよりは広<27cm(ことったため腕の出入れかい
つれら谷坊になったた《ととえらilる
この外.{iやすきについてはがjファスナー.そてファ
スナー.ラッヲの各型かねやすく . とくにIiファスナー
か柿やすいのは十l料品か少ないためてある。つなさ引か
.{I:にくいのはスナ yフかとめにくいためてある。前後宮Ij
叩初、Afiにくいのは 17ジソ 7テーフjを多〈用いたため
て.イTí.t也部分にひっかかるよとカ、大きい IJ;~閃てあると思
われる。着脱の熊易には病衣の勾!式以外に付属品の彩写平均、
41常に大きいことは留，むしなければならなも、。たた「床
上安rTPト者JIJJのアンケートてはデザインに対する〆I'fl目lに
大きく差がてている。腕の耐衣からの治脱か容易てある
ためには.そてが全開して.なるべく・1<1倒的な崎iにlムけ
ることのてさるようなテサインのものかよく 、かふり形
式のものは不i車内である
b 外観
l，i.kとしては比較的I純なテザインのしのが好まれる。
とくに{ナ以仙の少ない Jj ヵ、 1~ ~、。凶，，11'M，の[fまわりのlム
さはもっと4史くし た}jカ・よく.守与lニメリヤス，(fjをIJ~、 Iニ
場{-t，(申!支が大きいからあまリ広くすることは必安カζな
¥'，そで 1のIぶさもそてつけr!1とl'iJしたけ27cmlこしたか.
これもJEt州中J.L.tきることかう〉った そで 1にひしをつ
けてしはれるようにすることカ・望まし L、.
c Jl心j出
持.JRであるため. .hL-j'べてにゆとりをとって1'製し
たため， 1，を動かしやすかったが.つなさ明1':上:(i:i.:を
人・5くとtlt.ぃfニゲ入 1也の咋!よりも持1)~~~必力、あった。 外
観にも関係するニとであるが.つなさ小を除けば令ての
の式とも枇泌'l'lI'.fkのすそかめくリ 1:りやすく改良を必
世!とする つなさー 守11こ附めを問、、 fニ .t~j{Î". スナ 7 をは
ず「のが行妨てあるため，:fl目:がli，jJ-.したと思われる。
5 -2 各デザインの特徴
(1) liij7，スナ-"')
この?のNd<l:i， かJ・リ If;パてあるという点.十JM"lI"か
がワァスナ 11洲t!けてある点て二自身て.A 1ft'?;'sJI."r能な
人にと ってはきわめて良い叩式てあるか.床 上安，H'y，-に
( 7 ) 
は.~H見がI吋制で ， .n~i人には不便てあリ.病人にも符
Mを与えやす、、
(2) そで7，スナ_，¥'J
この病{.{.l立、1<1両lにひろけることができるため着脱はき
わめて容坊であるか.外IJI.. 1'(1問状態ての安定性につい
ては劣る。この i:.な里J!t:llはHM品の77'スナー ヵ、{ill]'1' 
にすれたリ， I持J\、たリするからて ， ニの/.'~を改良す tいま
特に I来上安M'fí問としてj~rずるものてある
(3) 前後)jIJ司'1
この型式のものはZiやすきを除けは、 (2)のそてファス
ナー引のむのと1とんと I，.JじHf面が小されている 4iベ'
すきが劣るのは‘機能性についての一般的巧祭でのべた
Jごとく 1<'ジ yクテー7Jを多〈用いたのヵ、主なf'1!.rl.lで
あると勾ーえられるので，てきるたけ少〈し./正脇むテー
フを附いずm したねかよ t 、この型のものは(2) と 1，.Jt;~ .
I~~ トー安 i持者月! として 3直するものである。
(4) ラソフ叩
これは特にすぐれた性能を持っていないか.全般的に
は良好な.汗fi百かぶされている。たた{i脱にはやや不便で
あり.月]f足洗[fIiU:'f歩行.fJ'ー にiOiした唱であると思われる。
(5) つなき引
この慢のl，~衣Lt枕続中ぷJJflの8しれか少い点ては他のぞj
のものよりすぐれているか.その他は令向'l:(1(Jに想<.1，IJ 
衣とくに市北朽の病衣に@するむのとはいえない。
5-3 布地の影響
附flJ' ， メリヤス fljの問jに ~~J に大き L 、 ，，'1'怖の Ã~はないか.
イ1m状態の外鋭安定性については.つなさ小では日岡崎iよ
りメリヤス.(jjの Jjがよ L、正l'fufiを示している 主な殿山は
附布ては必mιt，スナ yプ力、l止すれやすく . メリヤスイ!Jて
はイl'のw荷iWlー か大きいためはずれにくいことによる ま
たぷ脱させや「さ.Zi脱Hきの込，'."frに').える ~ijlfiの少なさ
についてもす〈札ている.
5-4 付属品
付属品による，，vi:脱tL肌さわりについて比較したか.
I"Jし何z傾の付属品てあっても.使用される吉川占ーによりか
な')拠った，，'f凶がてている (2)のそて7，スナ 引のデ
サインては 7 7'スナーの肌への感触カ、.'!t~、ため，ファス
ナーの形式， H料の適当なものをえらふ必吹がある (:~) 
のlij後別別ての [7シソクテー7JのJ怖が窓、、のli.
使!日した剖a止が脇てあったため肌ざわりカ‘敏感であった
のと.テープをミシンて 1J..{Jjに縫合した際.テ ブのflJ
などミシン糸かかからず.(bよリ総れている部分が身体に
'jえる感触かHl'人、i'lfIHiを与えたためてある fマジ yクテ
ープjを倣1する場合. I主.，.に忠ぃ感触をりえないよう
なるIl:{~を Arえる・必裂かある またi止}討を多くするとぷ月見
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に不f'とであるから.it(少限度の数、形式. f.tif(について
検討を必裂とする。
(5)のつなぎ引のスナ yプは全般的lニ良くなく .とくには
すれやすし病衣には適さない
6.総括
的ぷについて病人fll~ . n必fHlIのl司朽・が必要としている
条nをてきるだけI前足して， l'史!lJfl的に合致した刊:伐を
も っ~I~í< を 5 的Uíデザイン及ひ凶AI乍し . これらを，(Plj.式
験によって 『州国l を行った。 ~Yiij見1'1:.外在lL 都心地すべて
を i~j}止している J内i< をうH1iす ることはて"さなかったか，
文
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多くの問題点を把wtることかできた h二外鋭，，f(心
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崎iÌ也にお L 、ても，本~If ;宛ては 2 f;重量H しか片1 \ 、なかっ たが
病衣に過した布地の代自~.また病衣の色彩についてもW 
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Summary 
In answer to the requests made by nurse and inpatients of the hospitaI attached tO the Faculty of 
Medicine of Osaka City University， for bettcr garmenls for patients wear， we prepared five different kinds 
of cotton garments to be 1V0rn by 1V0mcn patienls of relatively serious illness， using both 1V0ven and knitted 
fabrics 
Ten women panels 1V0re lhem to test their appearance， ease， comfort and practicability. 
As a result it has become clear that it is very diifficult to make cloth巴sthat can fulfill all the requests 
made by the patients. HOlVever， the test gave us suggestions for further improvemellts. We have also found 
that nOI only the form of garments but also the proper use of accessories， like fasteners and bottons， are 
very imporlant， logether with the selection of good functional fabric types. 
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